昭和の町 昭和の町展示館
豊後高田市の「昭和の町 展示館」はかつて銀行として使われていた古い建物内に設置されている展示スペースです。ちょっとした記録保管所としての役目を果たしており、地元の人たちから寄贈されたさまざまな昭和時代 (1945-1989) の品物を展示しています。 

展示品にはノスタルジックな古い映画 (邦画と洋画の両方) のポスターや年代物の映画館のイスなどがあり、来館者はそのイスに座りながら昭和の暮らしを撮影したクリップ映像を見ることができます。東芝、ナショナル/パナソニック、カシオ、日立など、なじみ深いブランド製のレトロな電子機器や電化製品のコレクションも展示されています。昭和期に人々の生活を向上させたと考えられている「三種の神器」がテレビ、冷蔵庫、洗濯機だった、という興味深い知識も得られます。 

展示館では昭和風の衣装のレンタルも行っているので、来館者はテーマに沿った服を着ながら町中を歩くことができます。雰囲気のぴったりなおすすめ写真スポットも知ることができます。

